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しめくくりの３学期 
  

新年明けましておめでとうございます。ご家庭でも、それぞれよい新年を迎えられたことと思います。

子どもたちも新しい年を迎え、決意を新たにしていることでしょう。今年度も、コロナウイルス感染症の

ために、学校行事のいくつかが規制されましたが、子どもたちと教職員はともに、この状況を一歩ずつ乗り

越えながら、多くの行事を遂行することができました。保護者の皆様には、多大なるご支援とご協力をいた

だきましたこと、改めて感謝申しあげます。 

３学期もこのような状況が続くかとは思いますが、この現状と向き合いながら、子どもたちの思い出に残

る学校生活の充実に努めて参ります。来年もどうぞよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

11 火 
3 学期始業式、島屋安全の日、 

ベルマークの日 
22 土  

12 水 
発育二測定(６年)、給食開始、しまや

タイム、Cn6,3-2、ベルマークの日 
23 日 

 

13 木 発育二測定(５年) 
24 月 Cn5,4-4 

14 金 
発育二測定(４年) 

25 火 
クラブ活動 

15 土 
梅香中学校標準服採寸午前中（梅香

中にて） 
26 水 

Cn6,3-4、入学説明会のため 40 分授業・

児童下校 14 時 

16 日 
 

27 木 
職場体験（梅香中学生来校） 

17 月 
発育二測定(３年)、Cn5.4-1、移動図

書館 
28 金 職場体験（梅香中学生来校） 

18 火 
発育二測定(２年)、委員会活動 

29 土 
 

19 水 
Cn6,3-3 

30 日 
 

20 木 
避難訓練（火災） 

31 月 

性教育 6 年(生命の安全教育)5・6h 

梅香中学入学説明会（梅香中にて） 

21 金 発育二測定(１年) 

学習参観・懇談会について 

◎２月に開催予定の学習参観・懇談会については、コロナウイルス感染症が拡大傾向にあるため、現

在学校でどのように実施するのかを検討しています。今後の状況を鑑み、１月中に詳細をお伝えする

予定です。ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

１月の生活目標「元気に遊ぼう」 

 



 
 

 

「日本の食文化を大切に」 

あけまして、おめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 新しい年を迎えましたが、小学校では今日から３学期のスタート。明日からは給食も始まり教育活動

が普段通り行われます。３学期は、学年のまとめの学期です。一番短い学期ですが、学年を締めくくる

大切な学期です。特に６年生にとっては小学校最後の学期となります。３学期も子どもたちにとって有

意義な学校生活が送れるように教職員一同がんばっていきますので、保護者のみなさま・地域のみなさ

ま、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

さて、昨年度、終業式は１２月２５日で同じでし

たが始業式は１月７日だったので、今年度の冬休み

は４日も長かったことになります。冬休み中の１月

７日は、「人日の節句」と言われ、日本ではこの日

に「七草がゆ」を食べる風習があります。「せり な

ずな ごぎょう はこべら ほとけのざ すずな 

すずしろ これぞ七草」と言いますが、この７種類

の野菜を入れて炊いた粥を食べて、病気にならない

よう、災難に遭わないようにと神様にお願いをしま

した。正月三が日に食べ過ぎたり、飲み過ぎたりし

て疲れた胃を休め、冬の季節の野菜不足を補うため

とも言われています。 

みなさんは、正月三が日にはお節料理やお雑煮を

食べたことでしょう。お節料理には、桃の節句や端

午の節句など季節の変わり目にお供えするものと

しての歴史があります。１年の節目でもあるお正月

にお供えした料理が、現在は正月料理として私たち

の生活の中に生きていて、縁起を担いだ食材が多く使われています。 

お雑煮も日本の伝統的な料理の一つです。私の妻の実家は九州で（今は、関東で住んでいますが…）

毎年、スルメと昆布で出汁を取ったおすましの雑煮を作ってくれます。大阪は白みそを使いますが、雑

煮に関しては九州の雑煮が個人的には好きです。 

日本には、季節の移り変わりとともにその季節にとれる旬のものを

食べる習慣があります。現在は、生産方法の工夫や輸入などによって、

季節に関係なく何でも食べることができる状況にあり、季節感が薄れ

ていますが、できるだけ季節や年中行事と関連した料理を作り、食べ

たいものです。 

平成２５年には「和食・日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形

文化財となりました。みなさんが普段食べている和食や、日本人が育

んできた大切な食文化を見つめ直し、日本人の伝統的な食文化を次の

世代に継承していってほしいと思います。 

 

 

校長室の小さな窓 


